 金沢大学保健学類　つるま同窓会
１　2012年01月25日（水）
２　作成者　松崎　太郎（相談役：会長補佐）　米山　寛人（相談役：ホームページ担当）
３　場所　保健学類1号館会議室
４　報告事項
写真撮影　72名　300円同窓会で負担　定着しつつあるか
平成23年卒業生　同窓会入会状況
看護29/92（31.5％）　放射30/47（63.8％）
検査32/41（78.0％）　理学20/20（100％）
作業20/23（87.0％）　合計131/223（58.7％）
１）卒業記念行事の企画について
「10年後の自分へ　仲間におくるタイムカプセル」
日時：平成24年3月22日（卒業式）
　　　14：00～16：00（未定）
　　　厚生会館2階ホール
利点：入会者の差別化をはかる
 　　　住所変更が10年はしてくれるかも
欠点：これからずっと続けなければならない
10年後の事務の人、職員がどうなっているかわからない。
写真などは10年後劣化しているかもしれない。
チェッキは10年画像が劣化しないのか？ラミネートして密閉する。
その場で入会するようにする。10年後にタイムカプセルをあける人が来てくれるかどうかが問題。看護は大学病院に行くのは2～3割、結婚もするし、就職先が変わるかもしれないし。仲がよくてつながりが強いクラスでないと無理かも。10年後はホームカミングデー。でもやってないかもしれない。卒業式は卒業式→謝恩会の間に着替えたりするから、時間がなくてバタバタしてしまうかも。未来の自分へタイムカプセルを送る方が現実的かも。みんなであけるのではなく個人に郵送する。張り紙をしたらどうか？卒業式の日にいきなり話しても卒業生に受け入
れてもらえるかどうか？タイムカプセルの話を学生に聞いてみる。もし、学生が乗り気なら来年度はつるま同窓会の企画としてやってみることにする。もしやってみようという学生が少ない場合はやめる。話を聞くのは2月中に。その後にどうするか本格的に決める。つるま同窓会の名前を出す。
２）今後の入会案内の時期について
次年度以降の入会案内をどのタイミングで行うか、以前の評議会で2年後期が有力との案がありましたが、その場合、新3，4年生をどうするか、もし新4年生の入会案内を春にするのであれば、準備を進めなければならないので、討議をお願いします。
学生実習の前に集めるお金をそのままつるま同窓会の会費とする（理学。看護はそのお金を謝恩会にあてているから難しい。看護はお金にシビア。3年後期から4年の間に話を出した方がいい。
生協の供託金2万は、昔はアルバム・謝恩会などのお金に流れていたが、今は時代の流れでとりあえず学生に返さなければならない。その返したお金をそのまま同窓会の入会費にできないか。大学病院に就職した人と大学院に行った人は生協の供託金は返ってこない。供託金は現金決済にする→4年後期に全員生協を退会するようにする→4年後期までに供託金の一部はつるま同窓会費とすることに対して学生の同意を得る→そうすれば同窓会の入会率アップが期待できる。生協との話し合いが必要。
つるま後援会の加入率も50％くらい。入学の案内の中に紙が入っているだけ。
つるま同窓会の入会案内に関しては専攻ごとに検討してみる。入会に関してできる限りのことをしたはずなので、これ以上加入率を上げるためにも何か新しい案が必要。２～３段階で何度もアタックする。3年後期～4年、成績通知の時、卒業研究会、4年後期など一番払ってくれそうな時に。お金がある時の方が払ってくれるかも。
昨年は卒業式につるま同窓会に入ってない人の振り込み用紙を渡したが・・研究グループの中で話し合って入るか・入らないかを決めている？たまに1人だけが入る場合も。
入会の案内の紙は若松さんが持っているので必要な時は依頼する。
